


1825年、世界初の鉄道による公共交通が始まりました。イギリスのダーリントンとス
トックトンの間です。以来、人々は、科学技術発展の成果が蒸気機関車を通して具体的
な形となって、自分の目で明らかに見ることが出来ました。そのことが、その後の世界
を一新する原動力となったことは疑いありません。産業革命とも相まって、ものすごい
勢いで時代を変化させました。鉄道は単なる輸送機関ではなく、あらゆる方面に影響し、
人々の生活を変えてゆきました。その後の困難な長い歴史を経て、今日、第二の大鉄道
時代を迎えようとしています。
社団法人ヨーロッパ鉄道協会では、ヨーロッパ鉄道の利用促進のために、ヨーロッパ

の鉄道に関する知識の向上とヨーロッパの鉄道への関心を導くような、今までと違った
広報活動が必要ではないかと案じてきました。これまで40年間にわたってヨーロッパ鉄
道手配業務に携わった経験により、正確で最新の列車案内や実用的な内容の本や広報だ
けでは、ヨーロッパ鉄道への関心が大きく広まることはないと感じています。
次世代のヨーロッパ鉄道ファン層を広げるには、より多面的で、物語性を持ったアカ

デミックな鉄道のテキストが必要です。教養としての鉄道と文学、絵画、映画、リゾート、
旅行産業など、その裾野は果てしなく広がっています。同時に、ヨーロッパ鉄道の長い
歴史と経験から日本が学ぶべきことや参考にすべきことはまだまだ数多くあります。
本書は、このような趣旨に基づいて作成されました。本書をテキストとして、鉄道セ
ミナーや検定試験を実施することにより、ヨーロッパ鉄道への一層の関心を導き、これ
までとは異なる新たな鉄道ファンの誕生に貢献できると確信しています。今後は、セミ
ナーやWEB検定、電子テキストの出版などを予定しています。今後の予定はホームペー
ジでお知らせします。膨大なシステムである鉄道をすべて捉えることは困難ですが、そ
の研究への足がかりになれば幸いです。
本書を発行するに当たり、最適の講師として、小池滋先生に講義をお願いしたところ、

善意でお引き受けいただきました。2010年3月から12月まで32回にわたって講義をし
ていただき、その講義録から当社団法人ヨーロッパ鉄道協会が追記・編集してテキスト
にまとめました。すべての表現・文責は社団法人ヨーロッパ鉄道協会にあります。万全
を期しましたが、誤りがありましたらご教示をお願いいたします。
小池滋先生は、東京大学文学部卒業後、東京都立大学、東京女子大学の教授などを歴
任されました。英文学の研究者として、とりわけデイケンズ研究の第一人者であると同
時に、子供のころからの強烈な鉄道ファンであり、鉄道に関しても第一人者で、『英国
鉄道物語』、『坊ちゃんはなぜ市電の技術者になったか』、『世界鉄道推理傑作選』、『デイ
ケンズ短編集』、『もうひとつのイギリス史』など多数の著作があります。
ご協力いただいた小池先生には心より感謝し、御礼申し上げます。今後も先生からア
ドバイスを賜り、読者の皆様にはさらなる情報をお伝えできるようにしていく所存です。

2012年●月●日
社団法人ヨーロッパ鉄道協会

理事長　篠崎幸雄
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